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1.活動の背景

業務改善の項目探しを目的とし，
CMMIアプレイザルを実施

SEPG内で改善項目の絞り込みを実施。
いくつかの改善項目の一つとして，
設計レビュープロセスの改善を選択。

弱み：工数を掛け，真面目に設計レビューが実施されている
ものの，組織に定義されたレビュー手順がない。
プロセスデータが分析測定，蓄積されているにも拘らず，
活用されていない
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(1)ソフトウエアインスペクション
構造化ウォークスルー

設計レビューの
プロセスを設計

プロセス設計時のポイント

技法
参考

2.改善プロセスの設計

(2)レビュー支援ツールを並行して開発

(3)設計したプロセス・ツールを，
「レビュープロセス定義書」や「支援ツール仕様書」の

レビューに「自己適用」し，プロセスを評価
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改善プロセスは厳密度により，3種類作成
現状現状

開始

レビュー資料作成

レビュー資料配布

質問・指摘・助言

すべて
議論完

成果物読上げ
(部分的に)

回答・対応策議論

すべて
読上げ完

不具合修正

Y

N

Y

N

懸案事項登録
(懸案管理表)

議事録作成

前回指摘事項
修正読み上げ

すべて
確認完

Y

N

1

開始

終了

プロセスの標準値と
実績値の比較

プロセスデータからの
成果物品質評価

関連部門への
問題事例通知検討

レビュー結果評価

発生不具合の評価

PL完成度チェック

開始

レビュー資料作成

レビュー資料配布

不具合修正

レビュー者事前チェック

担当者指摘項目整理

審査者完成度チェック

指摘項目を議題にあげる

指摘事項読み上げ

対応策議論

N

議論優先順位付け

懸案事項登録
(懸案管理システム)

議事録作成

すべて
議論完

すべて
読上げ完

N

不具合認知

Y

Y

レビュー者事前チェック
(修正内容+新規)

修正必須
不具合あり

N

Y

初回

Y

N

終了

N
初回

修正確認

Y

開始

終了

レビュー計画作成

概要説明会

設計レビュー設計レビュー設計レビュー

開始

終了

プロセスデータ分析

プロセス標準値制定

　　　　　標準値作成
　　　　　by 生技,QA

標準値作成

設計レビュー

全員での議論要否決定

　　　　　レビュー
　　　　　会議部分

続行

成果物修正

Y

N

修正必須
不具合あり

Y

N

終了

レビュー結果評価

厳密版(タイプA)厳密版(タイプA)

対策内容･担当･期限の確認

厳密度が一番
厳しいタイプの例

2.改善プロセスの設計 ・レビュー会議前
チェックの徹底

・指摘優先度付け

不具合認知と
対策議論の分割

プロセス
データの
評価

簡易タイプは，
現状プロセス

＋
・レビュー投入前
チェックの徹底

・プロセスデータの
評価
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2.改善プロセスの設計

レビュー支援ツール(事前指摘整理)

レビュー支援ツール

成果
物

場所 指摘内容 重要度

資料名:詳細設計書
レビュー者:西川,坂本,牧田

開始

成果物事前配布
Offlineチェック

レビュー計画
チェック結果
ファイル群

指摘結果整理表
指摘
抽出

成果
物

指摘マージ

レビュー会議用資料

全指摘反映
指摘整理

(優先順位付け)

レビュー会議

議事録作成

レビュー評価

終了

成果
物

レビュープロセス

レビュー者

レビュー支援ツール

成果
物

場所　指摘内容　重要度

資料名:詳細設計書
レビュー者:西川,坂本,牧田

開始

成果物事前配布
Offlineチェック

レビュー計画
チェック結果
ファイル群

指摘結果整理表
指摘
抽出

成果
物

指摘マージ

レビュー会議用資料

全指摘反映
指摘整理

(優先順位付け)

レビュー会議

議事録作成

レビュー評価

終了

成果
物

レビュープロセス

レビュー者
レビュー支援ツール

成果
物
成果
物

場所　指摘内容　重要度

資料名:詳細設計書
レビュー者:西川,坂本,牧田

開始

成果物事前配布
Offlineチェック

レビュー計画
チェック結果
ファイル群

指摘結果整理表
指摘
抽出

成果
物

指摘マージ

レビュー会議用資料

全指摘反映
指摘整理

(優先順位付け)

レビュー会議

議事録作成

レビュー評価

終了

成果
物

成果
物

レビュープロセス

レビュー者
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開始

成果物事前配布
Offlineチェック

レビュー計画

指摘整理
(優先順位付け)

レビュー会議

議事録作成

レビュー評価

終了

レビュープロセス

開始

成果物事前配布
Offlineチェック

レビュー計画

指摘整理
(優先順位付け)

レビュー会議

議事録作成

レビュー評価

終了

レビュープロセス

レビュー支援ツール
(プロジェクタへ投影)

レビュー支援ツール(レビュー会議)

新規指摘を取り込み

対応策を反映

↑
全指摘反映資料

指摘結果整理表
↓

2.改善プロセスの設計
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3.パイロットプロジェクトの選定

プロジェクトへのアプローチ方法

(1)SEPGが，候補プロジェクトを選定し，
トップダウン的にアプローチ

(2)社内報にて，ツールを紹介し，
引き合いのあったプロジェクトへ，
ボトムアップ的にアプローチ

改善意識の高いプロジェクトへ注力し支援
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4.パイロットプロジェクトへの適用事例

パイロットPJのプロフィール

・基幹業務の代行サービス
・顧客案件により一部カスタマイズ
・PJは，複数の協力会社で構成

活動のポイント１：プロジェクト自身でのプロセス作成

前回
開発時の
プロセス

提案
プロセス
(汎用版)

今回開発
プロセス

プロジェクト
リーダ

自分たちのプロセス
やらされ感なく！
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4.パイロットプロジェクトへの適用事例

活動のポイント２：プロジェクトへの支援

・書記としてのツールの操作や，レビュー会議の司会
担当など，明示的な役割を持ち，継続的にレビュー
に参画
→ 身をもってプロセスを示し，理解を促進

・プロジェクト側にキーマンを定め，集中的にサポート
→ プロジェクト内へ円滑に展開

・プロセスデータを分析・図表化して提示
→ プロセスデータ収集の重要性の理解促進
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4.パイロットプロジェクトへの適用事例

活動のポイント３：ツールの提供

・自動化できるところをツール化して提供

→ 負担の低減と，重要ポイントの確実な遂行

→ 改善提案時の契機に有用

(システム屋はツールがお好き？)
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・過去のレビュー記録と定量的に比較
→ 定量的な効果提示により，モチベーションを維持

活動のポイント４：改善効果の確認

4.パイロットプロジェクトへの適用事例

【レビュー工程】
No. 項目 向上率(倍) 備考
1 指摘密度(件/頁) １．２２ 向上傾向。
2 指摘効率(会議時のみ)(件/時間) ２．７７
3 指摘効率(事前含)(件/時間) ２．０２

4 レビュー速度(会議時)(頁/時間) １．４２
速度が向上。事前に対応策案が準備
出来た効果。

効率が大きく向上

【テスト工程(単体・結合・システム)】

不具合あたりの対策期間が激減
基本設計起因：約１/２，詳細設計起因：約１/７
効果算定時の留意点：データの精度にこだわりすぎないこと

・定性的効果(PJメンバの言葉)
- 対応策・担当・期限の合意が，会議中に完了出来る。
- 担当者があらかじめ対応策を準備できるので，会議効率が上がった。
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5.うまく行かなかった点

適用を見送ったプロジェクト

・ツールの利用環境が整えられない
・従来プロセスからの乖離が大きい

適用見送り

改善意識の強いプロジェクトから適用し，
プロジェクトメンバより効果を語ってもらい，
適用プロジェクトを拡げてゆく作戦が有効

（口コミ作戦！）
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6.まとめ(改善のコツ)

(1)プロセス作成は，プロジェクト自身で

(2)支援は，プロセスに関する部分を中心に

(3)ツール化のすすめ

(4)効果算定の実施は重要

(5)プロジェクトに効果を語ってもらえれば勝ち
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7.今後の課題

適用工程の拡大→さらに上流工程へ

要件定義の品質向上が，より重要
→ 顧客を巻き込んだ展開をどうするか

適用プロジェクトの拡大→組織への浸透

PJへ参画しての支援
→ 対象PJ拡大へのSEPG工数不足

組織貢献度が上がらないジレンマ
トップダウン的アプローチの併用の必要か
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ご静聴ありがとうございました。

ご質問よろしくお願いします。


